
佐々木：「平家物語」の中の佐竹氏記事について

文
治
五
年
の
奥
州
合
戦
ま
で
源
頼
朝
に
敵
対
し
た
佐
竹
一
族
に
つ
い
て
は
、
現

在
一
般
的
な
覚
一
本
『
平
家
』
巻
四
「
源
氏
揃
」
に
、

信
濃
の
国
に
は
く
中
略
）
岡
田
冠
者
親
義
（
中
略
）
常
陸
国
に
は
（
中
略
）
佐

竹
冠
者
昌
義
、
其
子
太
郎
忠
義
、
同
三
郎
義
宗
、
四
郎
高
義
、
五
郎
義
季
丁
）

と
あ
り
、
物
語
で
寿
永
二
年
十
月
の
事
と
さ
れ
る
巻
八
「
征
夷
大
将
軍
院
宣
」
で

は
頼
朝
の
言
葉
に
、

奥
の
秀
衡
が
陸
奥
守
に
な
り
、
佐
竹
四
郎
隆
義
が
常
陸
介
に
な
て
候
と
て
、

頼
朝
が
命
に
し
た
が
は
ず
、
い
そ
ぎ
追
討
す
べ
き
よ
し
の
院
宣
を
給
は
る
く

う
候

と
、
佐
竹
氏
と
の
敵
対
を
示
唆
す
る
だ
け
で
あ
る
。
『
平
家
』
諸
本
中
に
は
そ
れ
を

具
体
的
に
言
及
す
る
本
が
あ
り
、
『
源
平
闘
靜
録
』
に
は
治
承
四
年
十
一
月
、
佐
竹

太
郎
忠
義
が
足
利
俊
綱
を
語
ら
ひ
謀
反
を
企
て
た
後
、
梶
原
景
時
に
よ
り
一
人
拉

致
さ
れ
、
頼
朝
の
命
で
常
陸
大
矢
橋
に
於
い
て
斬
首
さ
れ
た
と
し
、
延
慶
本
で
は
、

イ
、
（
養
和
元
年
）
四
月
廿
日
、
兵
衛
佐
頼
朝
ヲ
可
奉
誌
一
之
由
、
常
陸
国
住
人

佐
竹
太
郎
隆
義
力
許
へ
、
院
庁
御
下
文
了
申
下
ダ
ル
、
其
故
ハ
隆
義
力
父
佐
竹
一
一
一

郎
昌
義
、
去
年
ノ
冬
、
頼
朝
力
為
二
詐
裁
之
間
、
定
了
宿
意
深
カ
ル
ラ
ム
由
来
ヲ
尋

テ
、
平
家
彼
ノ
国
ノ
守
二
隆
義
亨
以
申
任
ス
、
依
之
、
隆
義
、
頼
朝
卜
合
戦
ヲ
致
シ
ケ
レ

ト
モ
、
物
ノ
マ
ネ
ト
散
々
卜
被
打
落
一
一
了
、
隆
義
奥
州
へ
逃
籠
ニ
ケ
リ
（
２
）

一
、
『
平
家
物
語
』
の
佐
竹
氏

『
平
家
物
語
』
の
中
の
佐
竹
氏
記
事
に
つ
い
て

い
の
で
あ
る
。
即
ち
延
慶
本
の
「
源
氏
揃
」
で
は
、

信
乃
国
ニ
ハ
岡
田
冠
者
親
義
子
、
岡
田
太
郎
重
義
、
（
中
略
）
常
陸
国
ニ
ハ
（
中
略
）

左
竹
冠
者
昌
義
、
同
太
郎
義
季
（
３
）

と
あ
る
が
四
部
本
で
は
、

信
濃
国
［
岡
田
冠
者
親
義
子
、
岡
田
太
郎
重
義
、
（
中
略
）
常
陸
国
ニ
ハ
（
中
略
）

マ
サ
（
何
）

（
何
）
（
次
）

佐
竹
ノ
冠
者
昌
義
、
□
ク
太
郎
忠
義
、
□
ク
□
郎
義
吉
示
、
同
ク
四
郎
隆
義
、
同
ク
五

郎
義
季
－
４
－

と
、
昌
義
子
の
排
行
が
異
な
り
、
延
慶
本
の
「
征
夷
大
将
軍
院
官
一
」
で
は
寿
永
二

年
九
月
の
こ
と
と
し
て
、

折
節
聞
書
到
来
、
兵
衛
佐
是
ヲ
見
テ
、
ヨ
ニ
心
へ
ス
ケ
ニ
恩
テ
、
秀
衡
力
陸
奥

守
一
一
成
サ
レ
、
資
職
ヵ
越
後
守
二
成
サ
レ
、
忠
義
力
常
陸
守
一
一
成
テ
候
ト
テ
、
頼
朝

ヵ
命
二
不
随
一
候
モ
無
本
意
一
次
第
二
候
へ
ハ
、
早
ク
彼
等
ヲ
可
追
討
之
由
、

院
宣
ヲ
被
下
候
ヘ
シ
（
５
）

と
あ
る
か
ら
、
治
承
四
年
頼
朝
に
討
た
れ
た
人
物
が
昌
義
・
忠
義
、
そ
の
後
、
常

陸
介
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
が
忠
義
・
隆
義
と
あ
っ
て
一
定
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る

（
６
）
。
佐
竹
氏
の
場
合
、
同
時
代
史
料
が
僅
少
且
つ
混
乱
し
て
同
定
が
困
難
な
事
情

が
あ
る
が
、
未
紹
介
の
記
事
も
利
用
し
て
『
平
家
』
の
混
乱
を
正
き
う
と
試
み
る

も
の
で
あ
る
。

と
、

、
養
和
元
年
の
頼
朝
佐
竹
合
戦
を
持
つ
。

所
が
こ
の
僅
か
な
記
事
の
当
事
者
に
も
異
同
が
あ
り
、
実
は
特
定
出
来
て
ゐ
な

佐
々
木
紀

１ 
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挙
兵
以
降
の
頼
朝
と
佐
竹
氏
と
の
敵
対
を
記
録
す
る
の
が
『
東
鏡
』
で
あ
る
が
、

先
の
『
平
家
』
の
齪
鶴
を
解
決
し
な
い
。
『
源
平
闘
靜
録
」
の
忠
義
誹
殺
に
対
応
す

る
治
承
四
年
十
一
月
の
記
事
で
は
、
十
月
の
富
士
川
合
戦
後
、
平
家
を
追
ひ
上
洛

す
る
様
命
じ
た
頼
朝
は
、

常
胤
・
義
澄
・
広
常
等
諌
申
云
、
常
陸
国
佐
竹
太
郎
義
政
井
同
冠
者
秀
義
等
、

乍
相
率
数
百
軍
兵
、
未
帰
伏
、
就
中
秀
義
父
四
郎
隆
義
、
当
時
従
平
家
在
京
、

其
外
驍
者
猶
多
境
内
、
然
者
先
平
東
夷
之
後
、
可
至
関
西
云
々
（
治
承
四
年

十
月
二
十
日
条
）

と
、
東
国
の
治
定
優
先
を
有
力
武
士
に
進
言
さ
れ
、
早
速
二
十
七
日
に
「
進
発
常

陸
国
給
、
是
為
追
討
佐
竹
冠
者
秀
義
也
」
（
同
日
条
）
と
秀
義
討
伐
の
為
、
常
陸
国

府
に
進
発
す
る
が
、
親
の
四
郎
隆
義
が
在
京
中
の
冠
者
秀
義
が
抗
戦
派
で
、
上
総

介
広
常
に
勧
め
ら
れ
て
国
府
に
参
向
し
た
「
太
郎
義
政
」
は
大
矢
橋
上
で
願
し
討

ち
に
会
っ
た
と
さ
れ
る
（
十
一
月
二
日
条
）
。
金
砂
城
に
籠
城
し
て
ゐ
た
秀
義
は
同

日
の
攻
撃
を
天
険
に
よ
り
防
い
だ
も
の
の
（
四
日
条
）
、
翌
日
「
秀
義
叔
父
蔵
人
」
の

内
応
に
よ
り
、
落
城
し
（
五
日
条
）
秀
義
は
花
園
に
逃
亡
（
六
日
条
）
、
七
日
条
に

は
「
殊
有
勲
功
」
の
あ
っ
た
熊
谷
直
実
等
に
恩
賞
が
約
束
さ
れ
た
と
あ
り
、
八
日

条
に
は
佐
竹
氏
領
の
配
分
、
逃
亡
後
捕
縛
さ
れ
た
家
人
に
対
す
る
処
置
も
行
は
れ

た
と
あ
る
。
謀
計
に
よ
り
佐
竹
の
本
拠
地
を
僅
か
な
日
数
で
落
城
さ
せ
た
事
に
な

る
が
、
大
矢
橋
の
犠
牲
者
「
太
郎
義
政
」
は
『
平
家
』
に
見
え
ず
、
「
東
鏡
』
で
は

以
降
の
佐
竹
氏
と
の
合
戦
、
佐
竹
氏
の
常
陸
介
任
官
記
事
は
見
え
ず
、
物
語
の
齪

濡
を
正
せ
な
い
の
で
あ
る
。

二
、
『
東
鏡
』
の
佐
竹
合
戦

義
業 今
一
つ
当
該
期
の
佐
竹
氏
の
事
績
を
究
明
す
る
史
料
と
な
る
の
が
系
図
で
、
比

較
的
利
用
さ
れ
る
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
（
７
）
、

と
、
治
承
四
年
十
一
月
に
討
た
れ
た
の
は
忠
義
、
常
陸
介
任
官
者
は
隆
義
と
し
て
、

義
政
は
掲
載
さ
れ
な
い
。
所
が
他
に
も
佐
竹
系
図
は
複
数
存
し
て
を
り
、
そ
の
中

で
『
清
和
源
氏
系
図
』
・
戸
村
本
・
「
系
図
纂
要
」
「
清
和
源
氏
十
五
」
（
８
）
で
は
義

政
を
隆
義
の
子
と
し
て
釣
り
、
『
系
図
纂
要
』
で
は
忠
義
を
金
砂
城
合
戦
で
の
戦
死

と
作
る
。

三
、
佐
竹
氏
系
図
の
異
同

号
佐
竹
冠
者

信
濃
守

相
模
三
郎

剛義溌諦
母曰
常Ｅヨ義燕源

俗
一
Ｔ
墨

佐
竹
太
郎

imm 
拝郷
領

〆￣へ

略
、－－
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金
沢
正
大
氏
は
大
矢
橋
で
討
た
れ
た
人
物
を
義
政
と
し
－
９
）
、
戸
村
本
に
佐
竹
隆

義
母
が
藤
原
清
衡
女
で
あ
る
事
か
ら
、
両
者
が
提
携
し
て
頼
朝
に
対
抗
し
た
と
推

定
し
て
ゐ
る
。
奥
州
藤
原
氏
と
の
縁
戚
は
義
業
が
清
衡
後
家
を
姿
っ
た
と
あ
り

一
ｍ
）
、
常
陸
平
氏
と
の
縁
戚
も
義
光
と
繁
（
重
）
幹
の
提
携
が
知
ら
れ
（
ｕ
）
、
『
源
平

闘
靜
録
』
に
は
忠
義
が
頼
朝
を
討
つ
べ
く
動
員
し
た
武
士
に
常
陸
平
氏
が
見
え
る

か
ら
一
辺
、
系
図
の
縁
戚
記
事
と
符
合
す
る
が
、
佐
竹
氏
の
系
図
間
の
異
同
も
大
き

く
、
耕
山
寺
本
は
『
佐
竹
家
系
譜
」
に
「
旧
本
諸
系
図
ト
違
却
ア
リ
テ
、
誤
甚
多

シ
、
一
向
□
採
用
ユ
ヘ
キ
所
ナ
シ
」
と
評
価
さ
れ
（
型
、
戸
村
本
も
近
世
初
期
の
成

立
で
あ
る
か
ら
、
）
、
そ
の
史
料
的
価
値
が
問
題
と
な
ら
う
。
然
る
に
各
種
佐
竹
系

図
の
中
で
史
料
的
価
値
が
高
い
の
が
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』
で
あ
る
。

昌
義

＃
礁
主
、

（
戸
村
本
）

棚
摸
守
佐
竹
江
稀
帖
漉
守

以
醐

川
合
帆
ノ
時
為
参
刈
守
平
知
腿
朝
臣
肘
化

義
別
当

政
太
郎依頼
朝
命
、
為
上
総
介
広
常
、
於
人
矢
橋
被
討

北
酒
出
本
は
美
濃
山
口
郷
を
承
久
乱
の
勲
功
と
し
て
与
へ
ら
れ
た
、
佐
竹
季
義

（
秀
義
子
）
よ
り
出
た
北
酒
出
氏
が
伝
来
し
た
清
和
源
氏
系
図
で
、
『
佐
竹
家
系
譜
』

で
は
清
音
寺
本
の
抜
粋
と
す
る
が
寧
ろ
逆
で
、
南
北
朝
期
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ

る
指
摘
さ
れ
る
清
和
源
氏
系
図
部
は
、
『
尊
卑
』
よ
り
も
古
態
を
有
し
、
記
事
も
比

較
的
正
確
で
あ
る
事
を
考
証
し
て
き
た
｛
辺
。
そ
の
略
本
で
あ
る
上
御
霊
神
社
所

蔵
系
図
、
及
び
近
似
す
る
寛
永
七
年
写
の
耕
山
寺
本
『
佐
竹
系
図
』
応
）
の
問
題
部

分
は
論
末
の
通
り
で
あ
る
。

「
尊
卑
』
（
戸
村
本
も
常
陸
介
・
甲
斐
守
の
官
途
を
持
つ
）
で
は
義
光
に
「
常
陸

介
、
甲
斐
守
、
従
五
上
、
左
兵
衛
尉
、
右
馬
允
、
刑
部
少
輔
、
左
衛
門
尉
刑
部

丞
」
、
耕
山
寺
本
も
「
甲
斐
守
」
と
す
る
が
、
受
領
歴
は
未
確
認
で
あ
る
。
確
実
な

経
歴
は
義
家
の
救
援
の
為
、
寛
治
元
年
陸
奥
に
下
向
し
、
左
兵
衛
尉
を
解
官
さ
れ

（
Ⅳ
）
、
以
後
康
和
四
年
に
刑
部
丞
（
肥
）
と
見
え
る
が
、
天
水
二
年
に
は
前
官
と
な
っ
て

両
）
、
以
降
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
七
月
に
「
前
刑
部
丞
源
義
光
」
〈
犯
）
・
同
十
一
一

月
に
「
刑
部
大
夫
」
五
一
と
あ
る
。
そ
の
最
期
の
記
事
は
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
を
利

用
し
て
ゐ
る
が
、
「
入
道
前
刑
部
丞
源
義
光
」
（
翌
と
あ
り
、
『
佐
竹
家
系
譜
』
「
義
光
」

が
指
摘
す
る
通
り
、
刑
部
丞
が
極
官
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
ゐ
）
、
北
酒
出
本
が
正
し

い
。
問
題
箇
所
に
限
れ
ば
『
尊
卑
』
・
戸
村
本
で
は
排
行
に
混
乱
が
あ
り
、
且
つ
佐

竹
蔵
人
は
義
弘
（
型
と
昌
成
の
一
一
人
存
し
た
が
、
北
酒
出
本
で
は
義
季
一
人
と
整
理

さ
れ
て
ゐ
る
。

北
酒
出
本
に
山
僧
の
雲
義
阿
闇
梨
を
釣
る
が
、
該
当
人
物
を
確
認
出
来
（
空
、
北

酒
出
本
の
覚
義
の
注
「
天
仁
二
正
、
義
忠
死
後
不
聞
行
方
」
は
、
源
義
忠
暗
殺
を

義
光
と
園
城
寺
の
快
誉
兄
弟
の
陰
謀
と
す
る
『
尊
卑
』
の
記
事
に
照
合
す
る
事
が

四
、
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
」
の
佐
竹
氏
系
図

３ 
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注
目
さ
れ
る
昂
）
。
北
酒
出
本
に
一
定
の
評
価
が
可
能
な
訳
で
あ
る
が
、
同
本
に
藤

原
清
衡
女
の
所
生
を
義
弘
と
し
、
義
宗
の
母
を
常
陸
国
住
人
平
扶
幹
女
と
す
る
事

（
辺
は
、
先
の
戸
村
本
が
清
衡
女
所
生
を
四
郎
隆
義
と
し
、
耕
山
寺
本
が
義
宗
の
母

を
「
時
幹
女
」
と
す
る
記
事
に
近
い
が
、
微
妙
に
記
事
の
相
違
が
あ
る
。

従
っ
て
戸
村
本
、
耕
山
寺
本
と
北
酒
出
本
の
相
違
記
事
の
何
れ
か
正
し
い
か
問

題
と
な
る
。
義
宗
の
外
祖
父
は
何
れ
に
し
る
常
陸
平
氏
の
一
員
と
恩
は
れ
る
が
、

『
常
陸
大
橡
系
図
』
（
躯
）
・
妙
本
寺
本
『
平
氏
系
図
」
（
型
か
ら
該
当
人
物
を
拾
へ
ぱ
、

清
幹
曽
孫
の
時
幹
で
は
世
代
が
合
は
ず
詞
）
、
同
孫
で
同
訓
の
助
幹
は
北
酒
出
本
の

人
物
に
比
し
て
世
代
的
に
必
ず
し
も
無
理
で
は
な
い
が
、
同
人
の
実
在
確
認
が
必

要
だ
ら
う
。

（
常
陸
大
橡
系
図
略
）

繁
幹

清而
幹iｉｉｉ

致
幹
ｌ
直
幹iiiiiil 

義郎重ｉｉｉ

ｌ:|， 
鹿
島
三
郎
肥
前
椎
守

忠
幹
一

鹿
島
三
郎
中
居
川
郎

政
幹
１
時
幹

灘

但
し
後
褐
す
る
様
に
昌
義
は
無
官
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
戸
村

本
・
耕
山
寺
本
で
は
国
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
す
る
事
面
一
、
義
弘
・
義
心
を
住
信
州

と
す
る
注
は
、
『
平
家
』
「
源
氏
揃
」
に
信
濃
の
源
氏
と
さ
れ
る
、
隣
の
岡
田
親
義

の
注
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
豆
一
、
戸
村
本
に
治
承
四
年
十
月
一
日
に
忠
義
が
殺
害

さ
れ
た
と
あ
る
記
事
は
対
応
す
る
史
実
が
無
く
、
親
義
の
戦
死
記
事
は
「
源
平
盛

衰
記
』
巻
二
十
九
「
砺
波
山
合
戦
」
の
記
事
を
承
け
て
を
り
、
耕
山
寺
本
で
大
矢

橋
で
の
忠
義
の
死
を
合
戦
と
す
る
の
も
『
東
鏡
」
・
「
閾
詳
録
」
と
異
な
る
事
か
ら
、

近
似
記
事
に
つ
い
て
は
戸
村
本
・
耕
山
寺
本
は
後
出
で
、
北
酒
出
本
を
優
先
す
る

べ
き
と
考
へ
る
。

北
酒
出
本
で
も
『
東
鏡
』
の
太
郎
義
政
は
見
え
ず
、
改
め
て
そ
の
実
在
が
問
題

と
な
る
が
、
「
佐
竹
家
系
譜
』
「
忠
義
」
は
「
東
鑑
二
太
郎
忠
義
ヲ
誤
テ
義
政
ト
ス
、

此
誤
二
依
テ
嗽
、
大
系
図
一
六
秀
義
ノ
兄
二
義
政
ヲ
記
ス
」
と
太
郎
義
政
を
誤
解

と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ら
う
。
昌
義
を
政
義
一
羽
一
、
更
に
義
昌
と
作
る
中
世
系
図

の
有
る
事
か
ら
す
れ
ば
詞
一
、
こ
れ
は
佐
竹
昌
義
を
指
し
、
『
東
鏡
』
は
延
慶
本
・

四
部
本
と
同
じ
く
、
治
承
四
年
十
一
月
に
討
た
れ
た
人
物
を
昌
義
と
解
し
た
と
筆

者
は
推
定
す
る
。
但
し
昌
義
の
生
没
年
は
未
確
認
で
あ
り
、
中
世
東
国
の
伝
承
で

は
「
佐
武
冠
者
」
が
康
和
五
年
（
一
一
○
三
）
に
板
東
で
謀
反
を
起
こ
し
源
義
国

が
足
利
に
下
着
し
た
と
あ
り
盃
）
、
佐
竹
氏
で
は
、

八
幡
太
郎
義
家
御
子
ノ
｜
二
男
二
式
部
大
夫
義
国
、
康
和
年
中
二
常
陸
佐
竹
ノ
冠
者

昌
義
可
有
追
討
一
ノ
時
大
将
軍
ト
ン
テ
下
野
国
足
利
庄
太
郎
基
綱
／
所
御
下
着
有

後
、
基
綱
力
息
女
御
最
愛
、
御
子
御
座
云
々
、
〔
嫡
義
重
、
新
田
殿
祖
、
次
男

五
、
佐
竹
一
族
の
同
定

４ 
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ハ
御
当
家
ノ
祖
、
義
康
云
々
〕
然
二
数
度
二
戦
二
和
睦
ス
ト
云
々

頼
朝
二
不
順
ニ
ョ
ッ
テ
如
此
ノ
義
在
之
、
日
本
紀
ニ
モ
可
有
之
云
々
（
弧
）

と
こ
れ
を
昌
義
と
し
、
更
に
源
義
親
の
謀
反
へ
の
与
同
と
説
明
す
る
伝
承
も
あ
る

が
命
）
、
中
村
光
得
の
「
佐
竹
家
譜
」
の
考
証
の
通
り
時
代
が
合
は
な
い
。
治
承
四

年
（
二
八
○
）
に
四
男
の
子
の
秀
義
が
成
人
し
て
ゐ
た
事
を
勘
案
し
て
、
昌
義

を
当
時
五
十
歳
前
後
と
仮
定
す
る
と
、
そ
の
誕
生
は
天
承
元
年
（
一
一
一
一
二
）
前

後
と
な
る
。
し
か
し
北
酒
出
本
は
「
長
和
二
年
」
（
一
○
一
三
）
（
犯
）
と
作
る
も
の
の
、

父
の
義
業
が
『
佐
竹
家
系
譜
』
「
義
業
」
の
考
証
通
り
、
長
承
二
年
（
二
一
一
一
一
一
一
）

に
五
十
七
歳
で
没
し
た
と
す
る
注
記
に
従
ひ
、
大
治
三
年
（
二
二
八
）
に
七
十

一
一
一
歳
で
没
し
た
（
羽
）
藤
原
清
衡
の
女
を
昌
義
室
と
す
る
北
酒
出
本
に
従
ふ
と
、
そ
の

誕
生
年
を
遡
ら
せ
た
方
が
妥
当
で
あ
ら
う
。

北
酒
出
本
・
『
尊
卑
』
に
よ
れ
ば
藤
原
清
衡
・
源
義
業
の
婿
呵
）
と
さ
れ
、
昌
義

の
同
世
代
に
あ
た
る
石
川
有
光
は
大
石
直
正
氏
に
よ
り
十
二
世
紀
前
半
の
人
物
と

考
証
さ
れ
（
虹
）
、
福
島
岩
法
寺
五
輪
石
塔
銘
厄
一
に
よ
れ
ば
、
そ
の
子
基
光
は
治
承
五

年
頃
の
没
の
可
能
性
が
あ
る
。

義

主
月

、
可
Ｉ

基
衡
ｌ
秀
衡
ｌ
泰
衡

女
子〒‐ｌｌ義弘

昌
義

女
子一ＴＩＩ光家

有
光一一１１１基光
女
子
一
Ｔ
Ｉ
Ｉ
光
義

清
綱
ｌ
女
子

以
上
か
ら
昌
義
が
十
二
世
紀
前
半
の
早
い
年
の
生
ま
れ
と
推
定
す
る
事
に
無
理

が
な
く
、
仮
に
『
尊
卑
』
・
延
慶
本
に
三
郎
と
あ
る
事
か
ら
比
較
的
晩
年
の
子
と
し

て
も
〈
佃
）
、
治
承
四
年
当
時
は
高
齢
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
洞
一
。
更

に
昌
義
が
大
矢
橋
で
討
た
れ
た
と
す
る
と
忠
義
が
宙
に
浮
く
事
も
あ
り
、
目
下
筆

者
は
北
酒
出
本
系
図
に
従
ひ
、
治
承
四
年
源
二
位
頼
朝
に
大
矢
橋
で
討
た
れ
た
人

物
は
太
郎
忠
義
、
常
陸
介
任
官
者
は
四
郎
隆
義
、
蔵
人
は
五
郎
義
季
と
し
、
昌
義

は
承
安
四
年
以
後
、
治
承
四
年
以
前
に
没
し
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

但
し
陽
明
文
庫
蔵
『
勘
例
』
「
土
人
任
其
国
守
例
」
届
）
に
、

治
承
五
年
八
月
除
目

陸
奥
守
藤
原
秀
衡
〔
同
国
士
人
〕
、
越
後
守
平
助
職
〔
同
国
士
人
〕

寿
永
元
年
十
二
月
除
目

常
陸
介
源
隆
義
〔
同
国
住
人
云
々
、
勲
功
賞
〕

よ
り
す
る
と
、
隆
義
の
任
官
は
『
平
家
』
・
北
酒
出
本
の
記
す
養
和
元
年
で
は
な
い
。

既
に
金
沢
氏
・
野
口
実
氏
応
）
が
指
摘
す
る
が
、
治
承
四
年
十
一
月
以
降
も
佐
竹

氏
は
隆
義
を
中
心
に
頼
朝
に
敵
対
し
て
を
り
、
『
玉
葉
』
養
和
元
年
一
一
～
四
月
（
辺
に

頼
朝
と
佐
竹
氏
の
合
戦
の
風
聞
が
載
せ
ら
れ
て
を
り
、
寿
永
二
年
十
月
九
日
条
に

拠
れ
ば
、静
賢
法
印
来
、
談
世
間
事
等
、
頼
朝
進
使
者
、
忽
不
可
上
洛
云
々
、
｜
ハ
秀

平
隆
義
等
、
可
入
替
上
洛
之
跡

と
依
然
無
力
化
さ
れ
て
を
ら
ず
抵
抗
が
続
い
て
ゐ
た
事
、
偽
文
書
と
指
摘
さ
れ
る

届
）
「
東
鏡
』
所
収
文
書
の
、

熊
谷
二
郎
直
実
者
、
匪
励
朝
夕
烙
勤
之
忠
、
去
治
承
四
年
追
討
佐
竹
冠
者
之

時
、
殊
施
勲
功
、
依
令
感
其
武
勇
給
、
武
蔵
国
旧
領
等
停
止
直
光
之
押
領
、

可
領
掌
之
由
被
仰
下
、
而
直
実
此
間
在
国
、
今
日
令
参
上
、
賜
件
下
文
云
々

５ 
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治
承
六
年
五
月
川
日
（
寿
永
元
年
六
月
五
日
条
）

が
寿
永
元
年
の
花
園
で
の
戦
闘
を
示
唆
す
る
事
か
ら
も
、
寿
永
元
年
十
一
一
月
の
平

家
の
挙
任
は
不
自
然
で
は
な
く
、
『
勘
例
』
に
従
ふ
く
き
で
あ
る
。
北
酒
出
本
の
注

記
と
『
平
家
』
が
共
に
誤
っ
た
史
料
に
基
づ
い
て
ゐ
る
可
能
性
が
考
慮
出
来
る
。

佐
竹
氏
は
文
治
五
年
の
奥
州
合
戦
の
際
、
頼
朝
に
帰
順
す
る
が
、
「
東
鏡
」
で
は
、

令
立
宇
都
宮
給
之
処
、
佐
竹
四
郎
自
常
陸
国
追
参
加
、
而
佐
竹
所
令
持
之
旗
、

無
文
白
旗
也
、
二
品
令
答
之
給
、
与
御
旗
不
可
等
之
故
也
、
佃
賜
御
一
局
〔
出

月
〕
於
佐
竹
、
可
付
旗
上
之
由
被
仰
、
佐
竹
随
御
旨
付
之
云
々
（
文
治
五
年

七
月
二
十
六
日
条
）

と
四
郎
隆
義
に
な
る
が
、
佐
竹
氏
の
史
料
で
は
前
述
し
た
通
り
隆
義
は
既
に
故
人

で
、
別
当
秀
義
に
な
る
（
⑲
）
。
こ
れ
は
決
し
難
い
が
、
以
降
も
奥
州
で
頼
朝
に
敵
対

し
た
の
が
佐
竹
太
郎
忠
義
の
子
と
さ
れ
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。

称
故
佐
竹
太
郎
子
息
等
、
有
泰
衡
同
意
之
者
、
合
戦
敗
北
之
時
、
逐
電
詑
、

守
路
次
宿
々
、
可
搦
進
者
記
）

『
尊
卑
』
に
は
忠
義
の
子
孫
が
見
え
な
い
が
、
北
酒
出
本
に
国
分
義
弘
が
釣
ら
れ

る
。
一
族
に
同
諄
の
人
物
が
存
在
す
る
の
は
流
石
に
不
審
で
あ
る
が
、
応
永
年
間

に
写
き
れ
た
『
新
羅
明
神
記
」
訂
）
の
義
光
流
系
図
に
も
忠
義
の
下
に
「
佐
竹
太
郎

倉
令
責
御
時
、
其
日
御
合
戦
、
直
実
勝
万
・

顕
高
名
、
其
勧
賞
、
件
熊
谷
郷
之
地
頭
職

妨
、
百
姓
等
宜
承
知
、
敢
不
可
違
失
故
下

下
武
蔵
国
大
里
郡
熊
谷
次
郎
平
直
実
所

定
補
所
領
事

右
件
所
、
且
先
祖
相
伝
也
、
而
久
下
権
守
直
光
押
領
事
停
止
、
以
直
実
為
地

頭
之
職
成
畢
、
其
故
何
者
、

其
故
何
者
、
佐
汰
毛
四
郎
常
陸
国
奥
郡
花
園
之
楯
籠
、
自
鎌

其
日
御
合
戦
、
直
実
勝
万
人
前
懸
、
一
陣
懸
壊
、
一
人
当
千
、

一
賞
、
件
熊
谷
郷
之
地
頭
職
成
畢
、
子
々
孫
々
永
代
不
可
有
他

義
広
」
が
書
か
れ
、
北
酒
出
本
独
自
の
記
事
で
は
な
い
。
「
佐
竹
故
譜
』
は
弟
を
忠

義
が
養
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の
義
弘
が
藤
原
清
衡
の
血
を
引
く
事
を
考
へ
る
と
、

先
の
『
東
鏡
』
の
記
事
を
説
明
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
奥
州
藤
原
氏
と
血
縁
の
あ

る
奥
羽
武
士
の
一
族
間
で
、
こ
の
時
、
帰
趨
を
巡
っ
て
分
裂
の
あ
っ
た
事
を
北
酒

出
本
の
石
川
氏
の
例
か
ら
指
摘
さ
れ
る
が
（
前
掲
大
石
氏
論
・
拙
稿
①
）
、
同
様
の

事
例
で
あ
ら
う
。

同
男
雅
楽
助
大
夫
義
宗
、
在
庁
等
、
相
共
不
日
可
召
遣
、
彼
朝
臣
可
致
沙
汰

之
処
、
常
州
為
知
行
人
、
佃
予
可
致
沙
汰
、
Ｕ
由
被
仰
下
云
々

と
あ
る
事
と
照
合
し
た
（
型
。
ま
た
義
宗
子
孫
の
阿
波
守
義
信
の
実
在
は
確
認
出

来
る
詞
）
。

さ
う
し
て
北
酒
出
本
の
秀
義
・
義
清
の
室
に
「
雅
楽
助
義
宗
女
」
と
あ
る
事
か

ら
も
、
佐
竹
義
宗
は
雅
楽
助
が
極
官
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
従
来
、
こ
の
佐
竹
義
宗

を
千
葉
常
胤
と
相
馬
御
厨
の
支
配
権
を
争
っ
た
人
物
と
同
定
す
る
見
解
が
あ
っ

た
。
東
国
荘
園
の
支
配
構
造
、
武
士
の
主
従
関
係
の
展
開
の
史
料
と
し
て
従
来
注

目
を
浴
び
て
き
た
同
厨
だ
が
、
平
治
乱
後
の
源
義
朝
の
失
脚
に
付
け
込
み
、
下
総

以
上
、
源
平
合
戦
時
の
佐
竹
一
族
の
同
定
は
困
難
を
極
め
た
が
、
北
酒
出
本
に

よ
る
確
か
な
佐
竹
氏
に
関
す
る
知
見
は
別
に
あ
る
。
同
本
の
注
記
に
昌
義
は
無
官

で
（
『
尊
卑
』
も
同
）
、
義
宗
が
雅
楽
助
と
あ
る
が
、
『
吉
記
』
承
安
四
年
（
二
七

四
）
三
月
十
四
日
条
に
、

入
夜
静
賢
法
印
来
、
蓮
華
王
院
御
領
常
陸
国
中
郡
庄
下
司
経
高
濫
行
事
、
付

泰
経
朝
臣
奏
聞
之
処
、
成
庁
下
文
、
遣
召
使
一
人
□
□
□
□
竹
冠
者
昌
義
、

六
、
雅
楽
助
義
宗
と
兵
衛
尉
義
宗

６ 
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国
司
藤
原
親
通
子
親
盛
よ
り
の
公
験
譲
渡
を
口
実
に
、
相
馬
御
厨
下
司
職
を
獲
得

し
た
（
別
）
源
義
宗
を
、
西
岡
虎
之
助
氏
が
最
初
に
佐
竹
義
宗
と
推
測
し
岳
）
、
以
降
の

諸
氏
も
そ
れ
を
受
け
、
福
田
豊
彦
氏
は
平
家
の
庇
護
を
想
定
し
弱
）
、
野
口
実
氏
は

義
宗
の
経
歴
を
明
ら
か
に
し
、
「
源
氏
の
一
門
と
し
て
中
央
に
一
定
の
地
歩
を
築

き
鳥
羽
院
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
」
（
画
と
す
る
。
即
ち
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）

の
臨
時
賞
に

左
兵
衛
少
尉
正
六
位
上
源
義
宗
〔
去
比
、
於
陣
道
搦
犯
人
賞
云
々
、
女
院
侍

長
〕
（
型

と
見
え
、
そ
の
後
も
祭
の
舞
人
と
し
て
保
元
元
年
ま
で
同
官
に
あ
っ
た
事
が
確
認

出
来
る
〈
印
）
。
そ
の
後
永
暦
二
年
（
一
一
六
一
）
正
月
に
「
正
六
位
上
前
左
兵
衛
少

尉
」
両
）
と
あ
る
か
ら
、
救
爵
後
、
何
ら
か
の
事
情
で
兵
衛
府
よ
り
諸
司
助
に
移
っ

た
と
し
、
北
酒
出
本
は
兵
衛
尉
の
官
途
を
脱
落
し
た
と
説
明
す
る
も
の
で
あ
ら

う
。
し
か
し
端
的
に
北
酒
出
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
人
は
別
人
と
な
る
。
『
尊
卑
』

の
清
和
源
氏
頼
清
流
の
家
宗
子
孫
は
義
宗
が
重
出
す
る
混
乱
が
あ
り
、
し
か
も
そ

の
官
職
が
記
さ
れ
な
い
為
、
看
過
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
論
末
系
図
の
右
兵
衛
尉

義
宗
が
該
当
す
る
。
義
宗
の
父
や
子
孫
は
見
当
て
て
ゐ
な
い
が
、
傍
線
の
人
物
は

古
記
録
に
確
認
出
来
（
型
、
高
僧
家
寛
一
団
）
の
出
自
も
本
系
図
が
明
ら
か
に
す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
兵
衛
尉
義
宗
は
『
保
元
物
語
』
に
も
登
場
し
た
。
京
図
本
・
古
活
字
本
に

は
見
え
な
い
が
、
崇
徳
院
の
讃
岐
流
罪
の
件
り
で
、
宝
徳
本
を
見
る
に
、

重
成
も
此
御
あ
り
さ
ま
を
見
進
て
、
讃
岐
ま
て
の
御
伴
と
被
定
た
り
け
れ
と

も
、
兎
角
辞
申
て
、
兵
衛
尉
能
宗
と
申
替
て
、
重
成
都
へ
帰
り
け
り
（
中
略
）

御
送
の
兵
士
上
下
一
一
一
百
人
と
き
こ
え
し
を
、
国
司
季
行
痛
申
て
、
兵
十
余
輩

を
相
具
て
奉
請
取
屈
）

と
あ
り
、
讃
岐
ま
で
崇
徳
院
を
配
送
し
た
人
物
「
兵
衛
尉
能
宗
」
が
見
え
る
。
更

に
古
熊
本
を
見
る
に
内
閣
文
庫
蔵
半
井
本
で
は
、

右
衛
門
尉
定
宗
ト
云
者
ア
リ
、
讃
岐
へ
御
共
シ
テ
、
国
ノ
請
取
ヲ
ト
テ
急
帰

参
セ
ョ
ト
ゾ
仰
ケ
ル
、
雑
色
「
兵
衛
義
永
卜
云
人
ア
リ
、
国
マ
デ
御
伴
セ
ン

ト
勧
ミ
申
（
、
讃
岐
」
国
司
季
行
朝
臣
人
数
ハ
イ
ク
ラ
程
卜
問
へ
（
三
百
人

卜
申
、
叶
マ
ジ
ト
テ
被
留
、
又
佐
渡
式
部
大
夫
重
成
ハ
国
マ
デ
ノ
御
伴
二
指

レ
タ
リ
ヶ
ル
ガ
固
ク
辞
申
二
依
テ
鳥
羽
マ
デ
御
伴
仕
ル
風
）

と
誰
が
「
義
永
」
で
異
な
り
、
結
句
伴
は
沙
汰
止
と
な
っ
た
と
あ
る
が
、
通
称
に
「
雑

色
」
と
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
が
鎌
倉
本
巻
下
「
新
院
御
遷
幸
事
」
に
は
、

重
成
鵬
て
讃
岐
国
迄
、
送
奉
へ
き
由
、
被
仰
下
け
れ
共
、
再
三
辞
申
け
る
上
、

雑
色
兵
衛
能
宗
御
共
可
申
由
、
依
望
申
、
可
指
遣
に
て
有
け
る
か
、
人
数
一
一
一

百
余
人
と
聞
え
け
る
間
、
祗
候
難
叶
き
由
、
国
司
季
行
朝
臣
痛
申
依
て
、
只

国
司
の
沙
汰
と
し
て
可
奉
送
由
を
仰
下
ル
厨
）

と
、
雑
色
兵
衛
能
宗
と
あ
る
が
、
「
雑
色
」
は
北
酒
出
本
の
義
宗
の
官
途
に
見
え
て

を
り
、
系
図
の
人
物
と
同
定
し
て
よ
い
。
半
井
本
・
鎌
倉
本
に
よ
れ
ば
そ
の
共
が

三
百
人
と
あ
り
、
全
て
能
宗
の
家
人
で
あ
る
と
断
定
出
来
な
い
に
し
ろ
、
依
然
、

父
祖
家
宗
以
来
の
京
武
者
と
し
て
品
）
一
定
の
従
者
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

藤
原
親
盛
と
の
関
係
、
源
平
内
乱
時
代
の
同
御
厨
の
帰
趨
の
経
過
は
不
明
で
あ
る

が
、
佐
竹
氏
が
「
常
陸
南
部
を
と
び
こ
え
て
、
下
総
北
部
に
喰
い
込
み
つ
つ
あ
っ

た
」
〈
師
）
と
す
る
事
は
無
理
で
、
広
常
や
千
葉
常
胤
が
佐
竹
氏
攻
撃
を
頼
朝
に
進
言

し
た
動
機
に
佐
竹
氏
と
の
敵
対
を
推
測
す
る
事
も
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

７ 
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記
事
の
誤
り
を
訂
正
し
た
。

ま
と
め

（
北
酒
出
本
佐
竹
氏
部
、
は
判
読
不
能
。
秋
田
県
公
文
書
館
蔵
の
近
世
写
本
を
参
照
。
）

鑓
義
光

新
羅
三
郎

左
兵
術

刑
部
丞

大
治
二
十

手
結
定
印

唱
念
仏

母
同
上
義
家

吹
新
羅
三
郎

依
然
不
明
点
が
多
い
の
だ
が
、
北
酒
出
本
よ
り
『
平
家
」
・
『
東
鏡
」
の
佐
竹
氏

ロｿ|・尉
往従
生五

住
僧

:実蝋祐重轟 鰹酊僧寺 縦酷使義

実
イ

文
雌
甲
斐
守
知
宗
女

住
甲
斐
国

義
清

号
刑
部
三
郎

或
云
逸
見
冠
者

号
又
武
川
冠
者

盛
義
僑
囑
（
略
）

母

文
兵
衛

義
定

左
衛
門
尉

式
部
承
叙

阿証''１
m玄聾

蚊
盛
義
イ

義
盛

号
平
賀
太

住
僧
乃
国

昌
義

号
佐
竹
冠

号
佐
竹
太

行
義
進
士

マ
サ
ヨ
シ

住
常
陸
国
号
佐
竹

母
平
耐
幹
女

行
義

佐
竹
大
部

｛’ 竹
五
郎
蔵
人

院
蔵

奥
構
衡
女

弘

季成 霧&竹辮義 闇義臘助荻宗鰯

髻|「ど-ｒ
獅悶宗縫義
ＩＭＩ義１Ｍ'信鍋資

汁
識

義
心安
芸

田
冠
者

同
太
郎

母
徽
陸
国
住
人
戸
村
三
郎
佐
皿
女

出
家
二
郎

稲
木
二
郎

竹
別
当

迩
実

嘉
禎
元
年
乙
未

月
十
八
日
於
鎌
倉

、
同
汁
二
日
常
陸

、
同
汁
四
日
葬
送

義
舩

清
ｌ
義
保
一
二
“

二
郎
母
雅
楽
肋
義
宗
女

七
条
院
判
官
代

義
信
阿
波
守

直
義

顕
快
中
納
高
閣
梨

判
官
代
太
郎

母
雅
楽
助
綻
宗
女
・

義
重
Ｉ
（
略
）

介

常
陸
守
五
位

元
左
兵
衛
尉

出
家
法
名
蓬
鍵

六
十
八
率

〆￣へ

略
、－＝

８ 



佐々木：『平家物語』の中の佐竹氏記事について

阿
側
梨

（
耕
小
山
寺
本
『
佐
竹
系
図
』
）

新
羅
三
郎
刑
部
丞
叩
饗
守

新
士
剛

（
御
霊
神
社
本
佐
竹
氏
部
）

菰
十
七

母
同
、
本
義
爽

文
長
和
二
正
汁
セ
ノ

義
光従
四

義
光

左
衛
門
尉

刑
部
丞

吹
遮

大
治
二
年

手
絡
定
印

呈
土
剛
割

新
士
判
官
相
椣
守岬
筥
珂

佐
侭
乃
国

’一

Ⅲ
利
一
別
町
田
凶

Ｘ
ロ
｝
｜
、
円

出
□
血
叩
目
、

号
佐
竹
職
人

忠
義
佐
竹
太
郎

治
承
年
中
矢
橋
合
戦
討
死

〆￣へ

略
～ﾛ－ 

グー、

略
、－〆

９ 
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（
北
酒
出
本
家
宗
流
）

冨
笏
已
刀
刊
二
男

使
上
総
介
従
四
上

大
夫
尉
土
佐
守

非
蔵
人

母
同
雛
宗

家
害
示

従
五
下

中
宮
提

義
心
同
〕
蝋

兄
弟
皆
住
信
州

親
義
三
郎
岡
Ⅲ
冠
讃

三
十
歳
而
卒

義
孝
五
郎
八
桑
蔵
人
改
名
昌
成

隆
義

〔
義
弘
馴
蝋
〕院
判
宮
代

頓長方方
高
松
擬
人

院
判
官
代

賢憶光 頼

国
高
松
院
蔵
人

本
、
有
長
従
近
下 秀
義
佐
竹
別
当

伺
院
非
蔵
人

清
一
示

家
綱

10 



佐々木：『平家物語ｊの中の佐竹氏記事について

ハ圧（
１
）
 

（
８
）
 

（
９
）
 

－－へ

７ 
～－－ 

〆￣へ－－へ〆￣へ－－へ

６５４３ 
～－－～－－～-－～－－ 

〆￣へ

２ 
～－〆

利
用
し
た
本
文
は
、
延
慶
本
は
汲
古
書
院
の
影
印
、
覚
一
本
は
日
本
古
典

文
学
大
系
、
四
部
合
戦
状
本
は
大
安
の
影
印
（
巻
四
は
水
原
一
氏
編
「
延

慶
本
平
家
物
語
考
証
二
所
収
写
本
の
影
印
）
、
「
源
平
閾
詳
録
』
は
和

泉
書
院
の
影
印
、
『
源
平
盛
衰
記
』
は
勉
誠
社
の
古
活
字
本
の
影
印
に
よ

る
。

一
一
一
本
「
頼
朝
与
隆
義
一
合
戦
事
」
、
四
部
本
巻
六
「
隆
義
院
宣
」
は
院
宣
を

載
せ
る
以
外
は
延
慶
本
に
近
い
。
『
盛
衰
記
』
巻
二
十
七
「
頼
朝
追
討
庁
宣
」

で
は
こ
の
庁
宣
を
秀
衡
に
発
給
し
た
と
す
る
。

二
中
「
頼
政
入
道
宮
二
謀
叛
申
勧
事
」

長
門
本
ほ
ぼ
同
じ
。
盛
衰
記
巻
十
三
は
傍
線
を
「
高
義
」
と
す
る
。

四
「
康
定
関
東
ヨ
リ
帰
洛
シ
テ
関
東
事
語
申
事
」

延
慶
本
四
「
平
家
一
類
百
八
十
余
人
解
官
せ
ラ
ー
事
」
で
は
常
陸
介
隆
義
が

寿
永
二
年
八
月
に
解
官
さ
れ
て
ゐ
る
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。
秋
田
県
立
公
文
書
館
蔵
佐
竹
文
庫
（
宗
家
）

蔵
の
中
院
本
「
佐
竹
系
図
』
は
『
尊
卑
』
に
同
じ
。
以
下
、
所
蔵
者
の
断

り
の
な
い
場
合
、
佐
竹
系
図
各
本
は
秋
田
県
立
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
蔵
で

あ
る
。
各
系
図
の
成
立
と
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
弓
神
明
鏡
』
伝
本
の

整
理
と
成
立
に
つ
い
て
（
下
）
」
（
『
国
語
国
文
」
六
十
九
ノ
ー
、
平
成
十
一
一

年
二
月
）
参
照
。

前
二
書
は
続
群
書
類
従
、
後
者
は
名
著
出
版
の
翻
刻
に
よ
る
。

「
治
承
・
文
治
大
乱
に
於
け
る
佐
竹
源
氏
ｌ
治
承
・
寿
永
内
乱
か
ら
奥
州
兵

乱
へ
Ｉ
（
１
）
．
（
Ⅱ
と
（
「
政
治
経
済
史
学
』
一
七
六
・
一
七
七
、
昭
和
五

十
六
年
一
・
二
月
）

（
Ｍ
）
 

〆￣へ／￣ヘ

１５１４ 
～－〆、－－

（
Ⅲ
）
 

－－へ〆￣へ／￣、

１２１１１０ 
、－－－－－～－－

「
長
秋
記
』
大
治
五
年
六
月
八
日
条
（
増
補
史
料
大
成
）
。

「
永
昌
記
』
嘉
承
元
年
六
月
十
日
条
（
増
補
史
料
大
成
）
。

後
掲
の
常
陸
平
氏
系
図
で
囲
み
の
人
物
。
猶
、
豊
田
頼
幹
は
中
条
家
蔵

「
桓
武
平
氏
諸
流
系
図
』
（
山
形
大
学
附
属
図
書
館
の
電
子
資
料
に
よ
る
）

よ
り
補
な
っ
た
。

「
群
書
解
題
』
の
同
系
図
の
解
題
（
萩
原
龍
夫
氏
）
に
も
誤
り
が
指
摘
さ
れ

る
。

『
群
害
解
題
』
の
同
系
図
の
解
題
。

①
「
北
酒
出
本
『
源
氏
系
図
』
の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
」
Ｓ
山
形
県
立

米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
二
十
七
、
平
成
十
二

年
一
一
一
月
）
、
②
「
溢
れ
源
氏
考
証
（
上
）
」
（
『
米
沢
国
語
国
文
』
二
十
九
、

平
成
十
二
年
六
月
）
．
③
「
矢
田
判
官
代
在
名
・
大
夫
一
房
覚
明
前
歴
」
（
『
米

沢
史
学
」
十
七
、
平
成
十
三
年
十
月
）
、
④
「
溢
れ
源
氏
考
証
（
工
」
（
「
米

沢
国
語
国
文
』
一
二
十
・
一
一
一
十
一
号
、
平
成
十
四
年
十
二
月
）
。
⑤
「
長
楽
寺

『
源
氏
系
図
』
成
立
試
論
三
『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文

化
研
究
所
報
告
』
一
一
一
十
一
一
一
、
平
成
十
八
年
一
一
一
月
）
。
⑥
「
信
濃
井
上
氏
の
成

立
と
展
開
」
ｓ
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四
十
一
一
、
平
成
十

九
年
一
月
）
．
⑦
「
溢
れ
源
氏
考
証
補
閼
」
ｓ
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大

学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
三
十
四
、
平
成
十
九
年
一
一
一
月
）
．
⑧
「
頼

朝
流
雛
時
代
困
窮
の
虚
実
ｌ
『
吉
見
系
図
』
の
史
料
的
価
値
一
考
１
ｓ
米

沢
国
語
国
文
」
一
一
一
十
七
、
平
成
一
一
十
年
十
二
月
）

続
群
書
類
従
所
収
。
〔
〕
は
同
系
の
『
佐
竹
南
系
図
』
（
国
文
学
研
究
資

料
館
史
料
館
皿
Ｋ
ｉ
）
に
よ
り
補
な
ふ
。
『
佐
竹
南
系
図
』
も
大
矢
橋
を

矢
橋
と
誤
る
。

11 
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（
恥
）

－－へ

2５ 
－－－ 

（
別
）

－－へ－－へ－－へ

２３２２２１ 
～－＝～－－－－〆

〆~へ／戸へ〆￣､

２０１９１８ 
～－〆、－－、－〆

／￣へ－－へ－－へ

３０２９２８ 
，－〆～＿〆－－〆

（
〃
）

（
Ⅳ
）
 
『
大
府
記
」
寛
治
元
年
八
月
一
一
十
九
日
条
（
「
大
日
本
史
料
」
三
ノ
｜
、
寛

治
元
年
九
月
一
一
十
一
一
一
日
条
所
収
）
・
「
本
朝
世
紀
』
同
九
月
一
一
十
一
一
一
日
条

（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
。

「
殿
暦
』
康
和
四
年
二
月
一
一
一
日
条
（
大
日
本
古
記
録
）
。

『
殿
暦
』
天
永
二
年
九
月
一
一
十
四
日
条
。

『
寺
門
伝
記
補
録
」
二
所
収
「
源
義
光
処
分
状
写
」
（
『
平
安
遺
文
』
補
四

○
）
 

『
殿
暦
』
永
久
二
年
十
二
月
一
一
十
九
日
条
。

日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
に
よ
る
。

仁
和
寺
本
『
古
系
図
集
』
（
草
経
閣
文
庫
蔵
『
帝
皇
系
図
』
）
で
は
「
兵
衛

尉
」
・
「
刑
部
丞
」
、
書
陵
部
蔵
『
源
氏
諸
流
系
図
』
で
も
「
刑
部
丞
」
の

み
。

『
中
右
記
』
永
長
元
年
一
一
月
一
一
十
一
一
一
日
・
承
徳
二
年
十
一
一
月
一
一
十
三
日
条
に

見
え
る
蔵
人
源
義
弘
の
誤
解
か
。

『
門
葉
記
』
十
一
、
「
七
仏
薬
師
法
」
「
久
安
三
年
六
月
十
七
日
、
長
寛

二
年
七
月
二
十
一
日
条
。
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
編
』
に
よ
る
。

北
酒
出
本
の
義
忠
に
は
「
天
仁
一
三
一
一
一
、
為
郎
従
鹿
嶋
三
郎
被
殺
害
了
、

同
五
日
卒
去
、
汁
三
」
と
注
記
が
あ
る
。

清
音
寺
本
で
は
快
幹
と
す
る
が
（
『
佐
竹
家
譜
』
も
快
幹
と
す
る
）
、
扶
幹

の
誤
読
で
あ
ら
う
。

続
群
書
類
従
。
猶
『
常
陸
大
橡
伝
記
』
（
続
群
書
類
従
）
に
は
見
え
な
い
。

『
千
葉
県
の
歴
史
資
料
編
中
世
三
』
所
収
。

父
の
鹿
島
三
郎
政
幹
は
治
承
か
ら
建
久
元
年
に
事
績
が
見
え
る
ｓ
東
鏡
』

養
和
元
年
三
月
十
一
一
日
条
・
建
久
元
年
十
一
月
七
日
条
）
。

（
釘
）
長
楽
寺
本
『
源
氏
系
図
』
（
『
群
馬
県
史
資
料
編
五
中
世
こ
）
・
妙
本

寺
本
「
源
氏
系
図
」
、
甲
神
社
本
『
清
和
源
氏
系
図
』
、
長
山
本
・
酒
出
本

も
下
野
守
と
す
る
。
甲
神
社
本
「
清
和
源
氏
系
図
」
は
室
町
末
期
写
一
帖
。

足
利
将
軍
家
は
義
輝
、
関
東
公
方
は
義
氏
、
佐
竹
氏
は
義
重
の
子
の
「
御

曹
子
」
、
後
北
条
氏
は
氏
直
ま
で
釣
る
。

（
皿
）
酒
出
本
（
佐
々
木
倫
朗
氏
「
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
古
本
佐
竹
系
図
」

に
関
す
る
一
考
察
」
Ｓ
中
世
武
家
系
図
の
史
料
論
』
下
〕
に
翻
刻
が
あ
る
）
・

長
山
本
・
清
音
寺
本
に
「
住
信
濃
」
と
あ
り
、
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、

梅
江
斎
禅
哲
筆
の
北
本
『
佐
竹
系
図
』
で
は
親
義
は
源
義
賢
の
婿
と
な
り
、

信
濃
に
移
っ
た
と
す
る
（
北
本
は
未
見
の
為
、
引
用
す
る
『
佐
竹
家
系
譜
』

に
拠
る
）
。

（
銘
）
甲
神
社
本
『
清
和
源
氏
系
図
』
。

詞
）
長
楽
寺
本
『
源
氏
系
図
』
・
妙
本
寺
本
「
源
氏
系
図
』
・
内
閣
文
庫
蔵
『
簗

田
系
図
』
。

（
妬
）
『
永
享
記
」
（
続
群
書
類
従
）
・
蘆
雪
本
『
御
成
敗
式
目
抄
」
（
池
内
義
資
氏

編
「
中
世
法
制
史
料
集
別
巻
御
成
敗
式
目
註
釈
書
集
要
』
（
温
故
堂
本
・

達
蔵
司
本
も
同
じ
。
後
二
本
は
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
の
池
内
氏
寄
贈

の
紙
焼
に
よ
る
）
・
『
塵
荊
紗
』
八
「
源
家
之
事
」
（
古
典
文
庫
）
・
『
簗
田
系

図
』
に
は
『
八
幡
太
郎
義
家
之
一
一
一
男
義
国
、
十
一
一
一
之
御
年
佐
竹
之
冠
者
義

昌
御
追
罰
に
大
将
軍
之
蒙
勅
読
」
と
あ
る
。

（
釦
）
酒
出
本
。
長
山
本
・
小
瀬
本
・
藤
沢
道
場
本
『
佐
竹
系
図
』
に
も
同
文
あ

り
。

（
師
）
水
一
戸
八
幡
光
明
院
本
『
佐
竹
代
々
記
』
、
高
貫
寿
福
院
蔵
『
佐
竹
紹
図
丼
物

語
笑
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
に
よ
る
。
猶
編
纂
所
蔵
の
色
川
本
『
佐
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竹
系
図
』
所
収
の
『
義
光
以
往
之
紹
図
』
も
同
じ
）
。

（
銘
）
「
佐
竹
代
々
記
』
・
藤
沢
道
場
本
も
同
じ
。
義
業
は
永
久
三
年
（
三
一
五
）

に
正
六
位
上
、
文
章
生
と
し
て
見
え
ｓ
除
目
大
成
抄
』
）
、
『
御
産
部
類
記
』

所
収
『
中
右
記
』
天
治
二
年
（
一
一
二
七
）
六
月
十
六
日
条
に
「
左
衛
門

尉
検
非
違
使
」
（
図
書
寮
叢
刊
）
と
あ
り
、
天
承
元
年
（
’
’
’
一
一
一
）
正
月

ま
で
事
跡
が
確
認
出
来
る
（
『
長
秋
記
』
同
正
月
三
日
条
）
。
ま
た
『
本
朝

世
紀
』
久
安
二
年
（
’
’
四
六
）
十
二
月
二
十
四
日
条
の
「
右
兵
衛
尉
源

義
言
〔
白
河
姫
宮
長
、
故
義
業
男
〕
」
の
義
業
を
仮
に
当
該
人
物
と
し
て
も

齪
鶴
は
な
い
。

（
胡
）
『
中
右
記
』
大
治
三
年
七
月
二
十
九
日
条
。

（
側
）
酒
出
本
は
義
業
の
女
子
に
「
石
川
有
光
ノ
室
、
田
尻
四
郎
光
家
母
也
」
と

釣
る
。

（
似
）
「
治
承
・
寿
永
内
乱
期
南
奥
の
政
治
的
情
勢
」
（
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念
会

編
『
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念
日
本
中
世
の
政
治
と
文
化
』
所
収
）

（
遅
『
福
島
県
史
」
七
所
収
。
拙
稿
①
参
照
。

（
蛸
）
北
酒
出
本
で
は
昌
義
と
盛
義
を
共
に
太
郎
と
す
る
不
審
が
あ
る
が
、
盛
義

は
義
光
子
と
す
る
記
事
が
あ
る
（
『
殿
暦
』
永
久
二
年
十
一
一
月
一
一
十
一
日

条
）
。
更
に
昌
義
の
兄
弟
の
義
定
は
仁
平
三
年
（
一
一
五
一
一
一
）
に
左
兵
衛
尉

と
見
え
（
『
兵
範
記
」
仁
平
三
年
十
一
月
二
十
六
日
条
）
、
『
源
氏
諸
流
系
図
』

で
は
永
暦
元
年
（
二
六
○
）
に
卒
し
て
ゐ
る
。

（
仏
）
秀
義
は
北
酒
出
本
に
嘉
禄
元
年
（
’
一
三
五
）
の
卒
と
あ
り
、
享
年
七
十

五
歳
と
す
る
『
佐
竹
故
譜
』
、
『
佐
竹
代
々
記
』
や
小
瀬
本
・
藤
沢
道
場
本
『
佐

竹
系
図
』
に
従
へ
ば
、
仁
平
元
年
〈
一
一
五
二
の
誕
生
、
隆
義
は
「
佐

竹
故
譜
」
に
寿
永
二
年
五
月
に
六
十
六
歳
で
卒
し
た
と
あ
る
記
事
に
従
へ

（
町
）

（
冊
）

（
冊
）

（
別
）

（
岡
）

（
記
）

〆~へ／￣､

５１５０ 
、－－～￣

〆￣へ－~ヘ

４９４８ 
～-－～－－ 

－口へ－－、￣ムヘ

４７４６４５ 
、_〆～-－、＿〆

ば
元
永
元
年
（
一
一
一
八
）
の
誕
生
と
な
り
、
時
に
昌
義
を
一
一
十
歳
前
後

と
仮
定
す
る
と
康
和
元
年
（
一
○
九
九
）
前
後
の
誕
生
と
な
り
、
更
に
高

齢
と
な
る
。

『
青
森
県
史
資
料
編
古
代
こ
所
収
。

『
坂
東
武
士
団
の
成
立
と
発
展
』
第
三
章
一
二
）
「
常
陸
国
」

養
和
元
年
一
一
月
一
一
日
条
・
四
月
二
十
一
日
条
・
八
月
十
一
一
日
条
（
図
書
寮

叢
刊
）
。

八
代
国
治
氏
『
吾
妻
鏡
の
研
究
』
第
七
章
其
五
「
偽
文
書
の
採
録
」

『
源
威
集
」
下
「
八
、
泰
衡
征
伐
の
事
」
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
。
佐
竹
系
図

は
全
て
秀
義
と
す
る
。

『
東
鏡
』
文
治
五
年
十
一
月
十
六
日
条
。

黒
田
智
氏
「
史
料
紹
介
新
羅
明
神
記
」
Ｓ
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究

紀
要
』
十
一
、
平
成
十
三
年
三
月
）

「
兵
範
記
』
嘉
応
元
年
正
月
六
日
条
に
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
た
源
義
宗
あ

り
。
但
し
後
述
の
雑
色
兵
衛
義
宗
の
可
能
性
も
あ
る
。

「
民
経
記
』
寛
喜
一
一
一
年
五
月
十
一
一
一
日
条
（
大
日
本
古
記
録
）
。
猶
、
『
尊
卑
』
で

は
「
義
賢
、
或
－
資
」
「
佐
竹
判
官
代
、
八
条
院
判
官
代
」
と
す
る
。

『
平
安
遺
文
』
一
一
一
一
一
一
一
・
’
一
一
一
四
二
・
一
一
一
一
四
一
一
一
、
『
鎌
倉
遺
文
』
六
一

四
の
『
櫟
木
文
書
』
の
各
文
書
。

『
荘
園
史
の
研
究
』
｜
、
「
坂
東
八
カ
国
に
お
け
る
武
士
荘
園
の
発
達
」
二

「
源
氏
の
荘
園
領
有
」
二
「
源
氏
本
宗
の
場
合
」

『
千
葉
常
胤
』
第
四
「
常
胤
の
登
場
」
一
「
相
馬
御
厨
を
め
ぐ
る
相
論
」
。

ま
た
同
氏
の
『
平
安
時
代
史
事
典
』
「
源
義
宗
」
項
参
照
。

『
中
世
東
国
武
士
団
の
研
究
』
第
二
部
第
一
章
「
十
二
世
紀
に
お
け
る
東
国
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留
住
貴
族
と
在
地
勢
力
」

（
肥
）
『
本
朝
世
紀
』
久
安
五
年
十
二
月
一
一
十
一
一
日
条
。

（
印
）
『
本
朝
世
紀
』
仁
平
三
年
一
一
一
月
二
十
九
日
条
、
『
兵
範
記
』
久
寿
二
年
一
一
一
月

一
一
十
一
一
百
条
、
十
一
一
月
十
七
日
条
、
『
為
親
朝
臣
記
』
同
十
一
一
月
十
八
日
条

（
歴
代
残
欠
日
記
）
、
『
兵
範
記
』
保
元
元
一
一
年
一
一
一
月
一
一
十
九
日
条
。

（
帥
）
『
櫟
木
文
書
』
「
源
義
宗
寄
進
状
案
」
（
「
平
安
遺
文
』
三
一
一
一
一
、
永
暦
一
一

年
正
月
）

（
日
）
①
家
重
は
「
尊
卑
』
に
「
雑
色
、
従
五
下
、
使
、
左
衛
門
尉
」
と
あ
る
が
、

『
殿
暦
』
嘉
承
元
年
十
一
月
二
十
日
条
に
「
使
、
左
衛
門
尉
」
、
『
除
目
大
成

抄
』
の
源
家
重
の
官
職
申
文
に
は
蔵
人
所
雑
色
と
あ
る
。
更
に
舞
人
を
務

め
た
事
は
『
中
右
記
』
康
和
五
年
十
一
月
五
日
条
に
見
え
る
。
②
家
信
は

『
尊
卑
』
に
「
従
五
下
、
右
馬
助
」
と
あ
る
が
、
『
中
右
記
』
承
徳
元
年
四

月
十
四
日
条
に
左
馬
助
と
し
て
見
え
る
。
③
家
俊
は
『
尊
卑
』
に
「
左
馬

助
、
従
五
下
、
使
、
左
衛
門
尉
」
と
あ
る
が
、
『
中
右
記
』
長
治
二
年
三
月

十
九
日
条
に
「
左
衛
門
尉
」
、
『
同
』
嘉
承
二
年
正
月
十
九
日
条
に
検
非
違

使
と
見
え
、
「
殿
暦
」
天
永
三
年
十
一
月
六
日
条
に
「
右
衛
門
大
夫
」
と
あ

る
。
舞
人
を
勤
め
た
事
は
『
宮
寺
縁
事
抄
』
「
臨
時
祭
」
の
永
長
二
年
に
見

え
る
（
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
之
五
」
）
。
④
季
信
は
『
中
右
記
』

嘉
保
二
年
正
月
三
十
日
条
に
右
衛
門
尉
と
し
て
見
え
る
。
⑤
清
宗
は
『
尊

卑
』
に
「
山
城
守
、
左
衛
門
尉
」
と
あ
る
が
、
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
七
月

三
十
日
条
に
「
左
馬
助
」
、
『
醍
醐
雑
事
記
』
四
「
大
智
院
領
」
に
「
康
和

三
年
山
城
守
源
清
宗
免
判
成
之
」
と
あ
る
。
⑥
信
仲
は
『
尊
卑
』
に
左
馬

助
と
あ
る
が
、
『
中
右
記
』
保
安
元
年
四
月
三
日
条
に
「
左
馬
権
助
」
と
あ

ろ
。

（
田
）
「
玉
葉
』
安
元
元
年
五
月
一
一
十
六
日
条
に
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
事
が
分
か

る
。
『
尊
卑
』
で
は
宗
寛
と
す
る
。

（
侭
）
陽
明
叢
書
『
保
元
物
語
』
。
同
書
所
収
の
甲
本
に
「
よ
し
」
と
振
り
仮
名
。

ａ
）
下
、
「
新
院
讃
州
二
御
遷
幸
ノ
事
」
（
未
刊
国
文
史
料
『
保
元
物
語
〔
半
井

本
〕
と
研
究
』
の
翻
刻
に
よ
る
）
。
彰
考
館
本
は
□
部
を
脱
落
。

（
筋
）
下
、
「
新
院
御
遷
幸
事
」
。
前
注
の
彰
考
館
本
共
に
古
典
研
究
会
編
『
保
元

物
語
』
所
収
に
よ
る
。

（
船
）
『
扶
桑
略
記
』
治
暦
四
年
五
月
二
十
四
日
条
、
同
五
年
八
月
一
日
条
に
そ
の

活
動
が
見
え
る
。
北
酒
出
本
の
家
宗
の
注
記
の
中
、
土
佐
守
は
「
尊
卑
』

に
無
い
が
、
『
水
左
記
』
承
暦
元
年
十
月
五
日
条
に
確
認
。

（
区
網
野
善
彦
氏
「
日
本
中
世
土
地
制
度
史
の
研
究
』
第
二
部
第
四
章
「
常
陸

国
」
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